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【手続補正書】
【提出日】平成29年12月7日(2017.12.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ポリ（メタ）アクリルイミド系樹脂フィルムの製造方法であって、
（１）ポリ（メタ）アクリルイミド系樹脂を用いてフィルムを製膜する工程；及び
（２）上記ポリ（メタ）アクリルイミド系樹脂のガラス転移温度よりも２０℃低い温度以
上、
かつ上記ポリ（メタ）アクリルイミド系樹脂のガラス転移温度よりも１０℃高い温度以下
において、
３分間以上アニールする工程；を含む方法。
 
【請求項２】
上記工程（１）が、
（Ａ）押出機とＴダイとを備える装置を用い、Ｔダイから、ポリ（メタ）アクリルイミド
系樹脂の溶融フィルムを、連続的に押出す工程；
（Ｂ）回転する又は循環する第一の鏡面体と、回転する又は循環する第二の鏡面体との間
に、上記ポリ（メタ）アクリルイミド系樹脂の溶融フィルムを供給投入し、押圧する工程
；及び、
（Ｅ）フィルムを上記第一の鏡面体に抱かせて次の移送ロールへと送り出す工程；を含み
、ここで
（Ｆ）第一鏡面体の表面温度を、第二鏡面体の表面温度よりも高くすること；
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を特徴とする工程を含む、請求項１に記載の方法。
 
【請求項３】
上記工程（１）が、
（Ａ’）押出機とＴダイとを備える共押出装置を用い、第一ポリ（メタ）アクリルイミド
系樹脂層（α１）；芳香族ポリカーボネート系樹脂層（β）；第二ポリ（メタ）アクリル
イミド系樹脂層（α２）；が、この順に直接積層された透明多層フィルムの溶融フィルム
を、Ｔダイから連続的に共押出する工程；
（Ｂ’）回転する又は循環する第一の鏡面体と、回転する又は循環する第二の鏡面体との
間に、上記透明多層フィルムの溶融フィルムを供給投入し、押圧する工程；及び、
（Ｅ’）フィルムを上記第一の鏡面体に抱かせて次の移送ロールへと送り出す工程；を含
み、ここで
（Ｆ’）第一鏡面体の表面温度を、第二鏡面体の表面温度よりも高くすること；
を特徴とする工程を含む、請求項１に記載の方法。
 
【請求項４】
ポリ（メタ）アクリルイミド系樹脂フィルムの面の上に透明導電性膜が形成された導電性
フィルムの製造方法であって、上記ポリ（メタ）アクリルイミド系樹脂フィルムを請求項
１～３の何れか１項に記載の方法で製造する工程を含む方法。
 
【請求項５】
ポリ（メタ）アクリルイミド系樹脂フィルムの面の上に透明導電性膜が形成された導電性
フィルムであって、上記透明導電膜の表面抵抗率が１２０Ω／ｓｑ以下である導電性フィ
ルム。
 
【請求項６】
請求項５に記載の導電性フィルムを含む画像表示装置部材。
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